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赤潮発生状況について 

  

酒井基介・湯浅明彦 
  

 赤潮情報伝達事業の一環として，徳島県下における赤潮発生状況を取りまとめたので報告する。なお，

赤潮発生時等の情報収集，現場における赤潮の推移状況及び被害発生調査等は前年と同様の方法で実施

した。 

1. 発生件数，被害件数 

 表 1に平成 8年の赤潮発生状況を示した。本年は 15件の発生が認められ前年より 3件少なか

った。月別には 4～8月の間に発生が見られ，4月に 1件，5月に 1件，6月に 2件，7月に 3件，

8月に 8件であった（表 2）。海域別では播磨灘で 5件，紀伊水道で 9件，太平洋で 1件であっ

た（表 3）。漁業被害を伴った赤潮は，7月に紀伊水道で発生した Gymnodinium sp.（仮称：伊万

里型）と 8月に椿泊湾で発生した Gymnodinium mikimotoiによる 2件であった。 

2. 継続日数（表 4） 

 継続日数別の赤潮発生件数は，5日以内が 11件，6～10日が 3件，11～30日が 1件，31日以

上継続した赤潮はなかった。 
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表 1 平成 8年の赤潮発生状況 

 
表 2 月別赤潮発生件数及び被害件数 

 

表 3 海域別・月別赤潮発生件数 
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表 4 継続日数別の赤潮発生件数 

 

図 1 赤潮の発生件数と被害件数の推移 

 

3. 構成種（表 5） 

 赤潮構成種としては，鞭毛藻類が大半を占めた。珪藻類では Skeletonema costatum 1種のみ，繊

毛虫類は Mesodinium rubrum 1種であった。有害赤潮プランクトンである G.mikimotoiは 6件（昨

年 9件），新種の赤潮プランクトンとして Gymnodinium sp.が 1件発生した。 

表 5 構成種別発生件数 

 
 

4. 赤潮分布域 

 表 1に示した赤潮の分布域を図 2と図 3に示した。G.mikimotoiは昨年より規模は小さかったも

のの，播磨灘，紀伊水道の広い範囲で赤潮を形成した。Gymnodinium sp.の赤潮は紀伊水道沿岸域
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において局所的に点在した。 

5. 漁業被害状況（表 6） 

 7月の Gymnodinium sp.による漁業被害は紀伊水道の広い範囲で見られ，漁獲物と天然魚の斃死

が主なものであった。被害時期は，着色域の認められなかった時期にまでおよんでいることから，

低い細胞数密度での魚類斃死作用が疑われた。被害尾数，被害金額は不明。 

 8月の G.mikimotoi赤潮では，椿泊湾の養殖ハマチが斃死する被害があり，被害金額は約 1,500

万円であった。 

 

図 2 赤潮形成域の分析 
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図 3 Gymnodinium sp.赤潮の分布 

 

表 6 平成 8年の赤潮による漁業被害状況 

 

 


